
徳
島
の
夏
が
や
っ
て
き
た
！

　
　

徳
島
市
の
阿
波
お
ど
り
開
幕
日
８
月　

日
、

博
愛
記
念
病
院
が
真
夏
の
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。

　
　

度
を
超
え
る
熱
気
の
中
、
院
内
で
も
熱
い

ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
３
時
か
ら
の
平
成
夏
祭
り
で
は
、
今
年
の

ゲ
ス
ト
タ
レ
ン
ト
、「
マ
ジ
ー
」こ
と
真
島
茂
樹
さ
ん
の

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
迫
力
あ
る
ダ
ン
ス
、
そ
し
て

大
ヒ
ッ
ト
曲「
マ
ツ
ケ
ン
サ
ン
バ
Ⅱ
」な
ど
数
曲
を

歌
い
観
客
を
歓
喜
の
渦
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
病
院
所
属
の
踊
り
連「
平
成
連
」が

阿
波
踊
り
を
披
露
し
、
ベ
テ
ラ
ン
職
員
と
新
人
職
員
が

一
体
と
な
り
体
育
館
で
熱
演
を
繰
り
広
げ
、

患
者
さ
ん
や
施
設
の
入
所
者
さ
ん
も
聞
き
な
れ
た

お
囃
子
に
胸
を
躍
ら
せ
て
い
る
ご
様
子
で
し
た
。

　
街
が
踊
り
一
色
に
染
ま
り
だ
す
と
真
島
さ
ん
の
他
に
、

今
回
が
初
出
場
と
な
る
マ
ッ
ハ
文
朱
さ
ん
、

釣
り
ア
イ
ド
ル
の
そ
ら
な
さ
ゆ
り
さ
ん
、
そ
し
て

連
続
出
場
中
の
ひ
か
る
一
平
さ
ん
も
合
流
し
、

総
勢
１
７
０
名
が
に
ぎ
や
か
に
市
内
の
演
舞
場
へ

踊
り
込
み
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
た
め
に
仕
事
終
わ
り
の
練
習
に
励
ん
だ

成
果
を
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

来
年
も
ま
た
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
徳
島
の
街

に
笑
顔
と
元
気
を
い
っ
ぱ
い
お
届
け
し
ま
す
。

元日本テレビプロデューサー
メディアプロデューサー

渡邊　満子（ わたなべ みつこ）先生

県民公開学術研修セミナー

住宅型有料老人ホーム レジデント勝占

Tel.088 669 5858
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絶対に見捨てない医療を提供します。

基本理念

１、患者様にとって最善の医療を提供します。
２、生涯を通して充実したリハビリを行います。
３、救急告示病院として 24時間 365日受け入れします。
４、最新医療技術とチーム医療で安心な在宅療養を支援
　　します。
５、予防医療・入院治療・介護福祉の総合センターとして
　　地域を守ります。

基本方針

平成 28 年 8 月発行

第119回
『皇后陛下　美智子さま 心のかけ橋』
『祖父　大平正芳』より感動秘話

博愛記念病院　5階講堂

社会福祉法人 平成記念会

平成28年9月24日(土)
18:30～19:30／18:00開場

県民公開学術研修セミナー

詳細が決定次第、
ホームページにてお知らせいたします。

次回予定

平成28年10月

図書室を病院1階へ移転いたしました
平日の午前8時30分から午後5時の時間帯で、
一般来院者の方にも開放しております。
室内にインターネットのご利用が可能なパソコンが
ございますので、待合時などにお気軽にご利用
ください。
入口横ブックラックに施設パンフレットを
ご用意しておりますのでご希望の方はご自由に
お持ち帰りください。
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脱水症の症状は？
★めまい・ふらつき・頭痛・悪心が起こります。
★重度になると意識障害やけいれんを引き起こします。
★症状がでる前にこまめに水分補給をしましょう。

脱水症かもと思ったら？
★脱水症になると水だけを飲んでも体調は改善されません。
★塩分（ナトリウム）がないと水分補給ができない為です。
★状態に合わせた飲料選びが必要です。
★特に炎天下での発汗、熱中症、脱水症には経口補水液が有効です。

経口補水液についてとその作り方
★経口補水液とは、水に塩と砂糖（ブドウ糖）を加えたもので、体液に近い成分で出来ています。
★その為、素早く吸収され、吸収率も高く、脱水症や熱中症に効果的です。
★作り方は、水１リットルに塩３ｇ（小さじ1/2 杯）、砂糖 30g（大さじ３杯）をよく溶かすだけです。

真夏のピークは過ぎてもまだまだ暑い日が続いています。
こまめな水分補給を心がけ、元気に残暑を乗り切りましょう!

栄養科通信　気をつけましょう！ 残暑の脱水症

第 12 回 平成医療福祉グループ学会
6月18日（土）第12回 平成医療福祉グループ学会が神戸ポートピアホテル ポートピアホールで
開催されました。
平成医療福祉グループの病院・施設から多くの職員が参加し、博愛記念病院からも45名の職員が
参加しました。今学会の特別講演では「医療・福祉の風を読む～国に先んじて行動する～」という
テーマにて東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科　医療経済学分野 教授 川渕 孝一先生に
ご講演いただきました。
グループ職員による一般演題発表では、133演題の申込演題より
選考された78演題の研究発表が行われ、博愛記念病院からは9名
（薬剤師・臨床検査技師・リハビリスタッフ・社会福祉士・
管理栄養士・事務）が日頃から取り組んでいる事や新たな
試みによる成果などを発表しました。
また、会場内では企業展示が催され、休憩時間などに興味を持ち、
ブースで説明を受ける職員の姿も多く見られました。
閉会式で発表された優秀演題には、事務職員 吉本 矩子さんが
発表した「マイナンバーを守るために～私たちにできること～」が
選ばれ表彰されました。
今学会に参加し、学んだ事、得たことを参加した職員が、
それぞれの職場で活かしていければと思います。

これからの少子高齢化を支えていくには、子供からお年寄りまですべての人 が々看護の心、助け合いの心を理解し、
行動することが必要です。

平成2年、旧厚労省は、近代看護を築いたフローレンス・ナイチンゲール誕生の
5月12日を「看護の日」と制定し、この日を含む1週間を（日曜～土曜日）看護週間と
しています。
この週間を通して地域社会全体で「看護の心」「ケアの心」「助け合いの心」を考え、
気軽に「看護」に触れていただける行事やふれあい看護体験を毎年実施
しています。
今年は、5月12日（木曜日）に開催し、参加型で行われたリハビリスタッフによる
「糖尿病の運動療法」や歯科衛生士による「嚥下体操」といったイベントは
とても好評で、多くの人に参加していただけました。

また、去年に引き続き、糖尿病相談、栄養相談、身体測定（血圧・検尿・血糖・酸素飽和度・血管年齢）も
実施しました。
今年、新たにブラックライトを使用した手洗いの洗い残しチェックを取り入れたところ、ほぼ全員に
洗い残しがありました。目に見えることによって、普段の手洗いでは十分に洗えていないことに気づいた方が
多くいたようです。

看護の日のイベントを行いました

57床で主に脊髄損傷、神経難病、重度の意識障害者
（脳血管障害によるものを除く）の患者さんを対象とした
一般病棟です。
患者さんの立場に立った医療・看護・介護・リハビリに努め、
快適な入院生活が送れるよう援助しています。

4 病棟（障害者施設等病棟）を紹介します病棟
 紹介
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